東峰村の公共用地利活用（旧小学校及び旧簡易宿泊施設）に
関するサウンディング型市場調査　調査結果

1． 目的
本村では、閉校となった旧宝珠山小学校及び、旧ほうしゅ楽舎（簡易宿泊施設）について、地域の活性化や課題解決に繋がる有効な利活用策を検討しています。
現時点において、村として具体的な利活用方針は未定であるため、民間事業者の皆様との対話（サウンディング）を通じて、市場性の有無、参入しやすい条件、自由なアイディアや事業可能性を把握することを目的に本調査を実施しました。

２．対象施設の概要
（１）旧宝珠山小学校
ア　所在地：福岡県朝倉郡東峰村大字宝珠山58番地、59番地
イ　敷地面積：約3,400㎡
ウ　延床面積：校舎 約4,400㎡（鉄筋RC造３階建）屋上あり
　　　　　　　校舎横プール施設　約1,200㎡（木造平屋）
エ　建築年：校舎1982年建築（2005年耐震工事実施）/校舎横プール施設2001年建築
オ　インフラ：電気、上水道、浄化槽、プロパンガス
カ　備考：残存備品多数

（２）旧ほうしゅ楽舎（簡易宿泊施設）
ア　所在地：福岡県朝倉郡東峰村大字宝珠山2272番地1
イ　敷地面積：約3,000㎡
ウ　延床面積：約235㎡（木造平屋）
エ　建築年：1939年（昭和14年）建築、2004年改修
オ　インフラ：電気、上水道、プロパンガス
カ　備考：トイレ無し（災害にて母屋が被災したため、現在トイレ設備が無い状態） 

３．参加（対話）した事業者数
計4事業者






４．サウンディング結果
　別紙のとおり

５．サウンディング結果を踏まえた今後の方針
今回のサウンディングにより、一定数建物の活用意向があることが確認できました。（旧宝珠山小学校においては、施設が大きいため、複数の事業所での利用を希望など）
また、各提案事業はトイレ・浄化槽等の必要最低限のインフラ改修費などの、村の支援が一定必要なことも確認することができました。
今後はサウンディング結果を踏まえて、東峰村公共用地等活用検討委員会において、利活用の方針や公募条件の整理・検討を進めます。

